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本論文は,異なる文化に属する者同士のｸﾞﾙ-ﾌﾟﾐ-ﾃｲﾝｸﾞにおける協調作業を,対面ｺ

ﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝにおける相互理解の構築と,異文化間ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝによるｱｲﾃﾞｱ創発とい

う同時進行するこつのﾌﾟﾛｾｽとして捉え,それぞれのﾌﾟﾛｾｽを統合的に取り扱うための枠組

みを構築し計算機ｼｽﾃﾑによって支援することを目的としている.

対面異文化間ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝによる協調作業支援環境構築-向け,対面ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮ

ﾝにおける相互理解構築のための理論的枠組みと,異文化間ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝによるｱｲﾃﾞｱ

創発のための理論的枠組みを構築する.前者では,人が目常の認識の中では明示的に意識し

てこなかった物事の存在や属性を気付かせるﾄﾘｶﾞ-であるﾌﾞﾚ-ｸﾀﾞｳﾝという現象に着目し,

ﾌﾞﾚ-ｸﾀﾞｳﾝを利用した知識共有と相互理解構築のﾌﾟﾛｾｽをﾓﾃﾞﾙ化する.後者では,異文

化に属する者同士がｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝを行う際の共通言語基盤として必要であるとされる境界ｵ

ﾌﾞｼﾞｪｸﾄに着目し,計算機ｼｽﾃﾑによって表現･共有するための枠組みを構築する.

二つの枠組みを統合しｼｽﾃﾑの設計を行うために,まず,対面異文化間ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ

において,参加者piがｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄOjをIkであるとする(考える･感じる) ,といった参加者が外部

的に表す情報を｢ｱｿｼｴ-ｼｮﾝ｣と定義し利用することとした.ｱｿｼｴ-ｼｮﾝにはこつの役

割を担わせる. -つは,ｱｿｼｴ-ｼｮﾝのｲﾝﾀﾗｸﾃｲﾌﾞな可視化によるﾌﾞﾚ-ｸﾀﾞｳﾝ促進ﾒ

ｶﾆｽﾞﾑとしての役割である.もう-つは,計算機を利用し境界ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを機能させるﾒｶﾆｽﾞ

ﾑとしての役割ある.ｱｿｼｴ-ｼｮﾝの可視化を提供するｲﾝﾀﾌｪ-ｽの設計では, ｢ﾏｯﾌﾟ｣

｢視点｣ ｢二次元空間配置｣という機能を採用しｼｽﾃﾑのｲﾝﾀﾗｸﾃｲﾌﾞ可視化ﾓﾃﾞﾙとした.

構築したEVIDII (an Environment for VIsualizing Differences of lndividual lmpressions)は,ｲ

ﾝﾀﾗｸﾃｲﾌﾞ可視化ﾓﾃﾞﾙに基づき, ｢人｣ ｢画像｣ ｢言菓｣からなるｱｿｼｴ-ｼｮﾝの関係を可

視化するｲﾝﾀﾗｸﾃｲﾌﾞｼｽﾃﾑである.

二種類の利用観察実験を行いﾌﾟﾛﾄｺﾙ分析により,対面異文化間ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝにおけ

るEVIDIIの有用性を検証した.まず,相互理解構築のﾌﾟﾛｾｽとｱｲﾃﾞｱ創発のﾌﾟﾛｾｽを詳細

に観察し,ﾌﾞﾚ-ｸﾀﾞｳﾝをきっかけとした対話から相互理解が構築されることがわかった.また,

相互理解を構築していく対話の中からｱｲﾃﾞｱが創発されることも確認できた.次に,ｱｿｼｴ-

ｼｮﾝの生成方法が相互理解とｱｲﾃﾞｱ創発-与える影響を調べるための実験をおこなった.ｱ

ｿｼｴ-ｼｮﾝの制約を弱めたこの実験では,議論自体は通常におこなわれるものの,ﾌﾞﾚ-ｸ

ﾀﾞｳﾝから相互理解-つながる様子はあまり観察されなかった. EVIDII自体も積極的には利用

されておらず,議論が停滞した場合のｱｲｽﾌﾞﾚ-ｶ-として機能していた.さらにEVIDIIを利

用しない条件下では,ｱｿｼｴ-ｼｮﾝとして共有された情報をほとんど活用せずに議論が行わ

れてしまうことがわかった.




